
�
月
8
日
の
米
国
大
統
領
選
挙

結
果
は
、
事
前
の
予
想
に
反
し
て

ト
ラ
ン
プ
氏
の
圧
勝
に
終
わ
っ

た
。
保
護
主
義
的
な
政
策
を
打
ち

出
し
て
い
る
ト
ラ
ン
プ
氏
が
次
期

米
国
大
統
領
に
就
任
す
る
こ
と
に

よ
り
、
様
々
な
影
響
が
予
想
さ
れ

て
い
る
。
ト
ラ
ン
プ
氏
は
選
挙
期

間
中
に
就
任
後
最
初
の
1
0
0
日

間
に
実
行
す
る
行
動
を
ま
と
め
た

「
1
0
0
日
行
動
計
画
」
を
発
表

し
て
い
る
。
こ
の
中
に
は
「
メ
キ

シ
コ
国
境
に
壁
を
作
る
」、「
危
険

な
地
域
か
ら
の
移
民
の
受
入
を
停

止
す
る
」
な
ど
過
激
な
も
の
が
含

ま
れ
て
い
る
た
め
、
全
て
が
実
行

さ
れ
る
可
能
性
は
低
い
も
の
の
、

こ
の
計
画
を
有
権
者
と
の
「
契

約
」
と
表
現
し
て
お
り
、
重
要
性

は
高
い
と
見
込
ま
れ
る
。
こ
の
計

画
に
含
ま
れ
て
い
る
環
境
・
エ
ネ

ル
ギ
ー
分
野
の
行
動
と
し
て
は
、

「
米
国
内
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源

（
シ
ェ
ー
ル
オ
イ
ル
、
天
然
ガ

ス
、
ク
リ
ー
ン
コ
ー
ル
な
ど
）
の

開
発
に
関
す
る
規
制
解
除
」、「
キ

ー
ス
ト
ー
ン
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
な
ど

オ
バ
マ
政
権
で
中
断
し
た
エ
ネ
ル

ギ
ー
イ
ン
フ
ラ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

再
開
」、「
気
候
変
動
枠
組
条
約
に

基
づ
い
て
支
払
っ
て
い
る
数
十
億

㌦
の
拠
出
金
を
中
止
し
、
そ
の
資

金
を
国
内
イ
ン
フ
ラ
投
資
に
活
用

す
る
」、「
減
税
措
置
に
よ
り
官
民

提
携
の
促
進
や
民
間
投
資
を
呼
び

込
み
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
イ
ン
フ
ラ

へ
�
年
間
で
1
兆
㌦
（
約
1
0
0

兆
円
）
を
投
資
す
る
」
が
示
さ
れ

て
い
る
。

こ
れ
ら
の
政
策
は
、
他
の
演
説

や
コ
メ
ン
ト
と
も
合
わ
せ
て
「
気

候
変
動
問
題
か
ら
の
離
別
」
と

「
米
国
内
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
開
発

・
利
用
の
促
進
」
に
大
別
さ
れ

る
。「
気
候
変
動
問
題
か
ら
の
離

別
」
に
つ
い
て
は
、
既
に
ト
ラ
ン

プ
氏
の
政
権
移
行
チ
ー
ム
が
パ
リ

協
定
か
ら
の
離
脱
あ
る
い
は
実
質

的
な
無
効
化
に
つ
い
て
検
討
を
開

始
し
て
お
り
、
そ
の
一
部
と
し
て

グ
リ
ー
ン
気
候
基
金
へ
の
�
億
㌦

な
ど
の
気
候
変
動
関
連
の
拠
出
金

に
つ
い
て
も
支
払
い
が
中
止
さ
れ

る
と
見
込
ま
れ
る
。
パ
リ
協
定

は
、
世
界
第
2
位
の
排
出
国
で
あ

る
米
国
が
関
与
を
薄
め
、
途
上
国

へ
の
資
金
援
助
が
細
る
こ
と
に
よ

り
、
パ
リ
協
定
自
体
の
実
効
性
の

低
下
や
米
国
に
追
随
し
て
離
脱
す

る
国
が
現
れ
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ

る
。
早
期
発
効
に
よ
り
、
順
調
に

進
む
と
見
ら
れ
て
い
た
ル
ー
ル
づ

く
り
に
つ
い
て
も
期

限
で
あ
る
2
0
1
8

年
ま
で
に
完
了
で
き

る
か
不
透
明
に
な
っ

た
と
言
え
る
。

一
方
、「
米
国
内

エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
開

発
・
利
用
の
促
進
」

に
つ
い
て
は
、
基
本

的
に
石
炭
や
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
含

む
全
て
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
が
恩
恵
を
受
け
る

こ
と
に
な
る
。
そ
の

結
果
、
米
国
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
産
業
が
活
性

化
さ
れ
、
エ
ネ
ル
ギ

ー
供
給
量
が
増
加
す

る
こ
と
に
よ
り
エ
ネ

ル
ギ
ー
価
格
は
再
び

低
下
す
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
る
。
オ
バ
マ

政
権
で
厳
し
い
規
制

を
か
け
ら
れ
た
石
炭

に
つ
い
て
は
、
規
制

が
解
除
さ
れ
る
こ
と

に
よ
り
消
費
量
が
増

え
る
と
見
込
ま
れ
る

も
の
の
、
シ
ェ
ー
ル

オ
イ
ル
・
ガ
ス
の
増

産
や
天
然
ガ
ス
パ
イ

プ
ラ
イ
ン
の
整
備
に

よ
る
ガ
ス
供
給
量
の

増
加
、
技
術
革
新
が

続
く
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
費
用
低
下

な
ど
に
よ
り
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
間
の
競
争
が

激
し
く
な
る
た
め
結

果
と
し
て
消
費
量
は

大
幅
に
は
増
加
し
な

い
可
能
性
が
あ
る
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
が

低
迷
す
る
こ
と
に
よ
り
、
資
源
収

入
に
依
存
す
る
産
油
国
の
経
済
状

態
が
悪
化
し
、
世
界
経
済
が
再
び

混
乱
す
る
こ
と
も
想
定
さ
れ
る
。

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
増
加

し
、
脱
炭
素
化
し
て
行
く
世
界
的

な
ト
レ
ン
ド
に
当
面
は
変
化
が
な

い
と
見
込
ま
れ
る
も
の
の
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
価
格
や
世
界
経
済
の
見
通

し
に
つ
い
て
は
、
し
ば
ら
く
不
透

明
な
状
態
が
続
き
、
そ
れ
ら
が
各

国
政
府
や
企
業
の
活
動
へ
影
響
を

与
え
る
こ
と
に
留
意
が
必
要
で
あ

る
。（

次
回
は
12
月
19
日
付
に
掲
載

し
ま
す
）
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